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学校教育計画（令和２年度～令和５年度） 

 

学校名 城山高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
全日制・普通科 

 

１  学校のミッション 

全日制普通科の高校として、令和5年度の再編・統合を見据えた教育課程の

改善に取り組み、教育活動の充実を図る。生徒一人ひとりの学習や進路等の目

標の実現に応えるため、学年制によるカリキュラム・マネジメントに学校全体

で取り組み、学力の育成、豊かな人間性や社会性を培い、社会的・職業的に自

立することをめざした学校づくりに取り組む。教育課程については、共通教

科・科目を中心に、生徒の特性や地域・学校等の実情を踏まえながら、普通科

として適切な編成を行う。 

これまで、生徒同士が互いに教え合い学び合う文化が根付いた学校づくりを

めざし、生徒が主体となる協働学習やICT利活用教育に積極的に取り組んでき

た。また、自ら課題を発見し解決する力を育み、主体的に学ぶ意欲を高めるた

めの不断の授業改善を実施する等、これからの時代に求められる資質・能力の

育成に向けた教育活動の充実に取り組んできた。 

今後、再編・統合にあたっては、これまで両校で進めてきた情報教育への取

組みを共有することで、情報教育に強みを持った学校をめざす。 

また、引き続き学校全体で、「ＩＣＴ利活用授業研究推進校」として研究開発
に取り組み、その成果を地域の県立高校に様々な機会を設けて普及する。 

 
２ 学校教育目標 

（教育目標）心身ともに健康で豊かな情操と高い教養を身につけた、国家や社

会の有為な形成者として必要な資質を持つ人物の育成を目標とする。 

（教育方針） 

１ 学力の充実 ２ 進路指導の徹底 ３ 生徒指導の充実 

４ 体力の向上 ５ 基本的人権の尊重 

 
３ 計画策定時点での課題 

〇生徒の進路希望が進学から就職まで多岐にわたっており、柔軟かつ実効性の
高い教育課程の編成 

〇ICT利活用授業研究推進校として効果的な授業研究を進めていくこと 
〇部活動に活気を取り戻し、部活動加入率を押し上げるとともに、生徒会活動
やボランティア活動の活性化 

〇生徒一人ひとりの状況に応じたきめ細かく粘り強い生徒指導の実践、教育相
談体制の充実、交通事故防止やモラルの向上、防災を含めた安全・安心な学
校生活の確保 

〇再編統合に向けて、学校運営協議会とともに新たな学校づくりの推進 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

・生徒の多岐にわたる進路希

望に応じた多彩な教育課程

を編成し、ICT利活用授業の

研究を推進する。 

・生徒の主体的な行動を促

し、生徒会活動やボランテ

ィア活動を充実させ、学校

行事を活性化させる。 

・再編・統合時を含めた新学習

指導要領における教育課程の

編成を実施するともに、ICT

利活用授業に関する教員研修

を行い内容の充実を図る。 

・生徒会が中心となって行事づ

くりを行えるように支援す

る。 

２ 
(幼児・児童･) 

生徒指導・支援 

・基本的な生活習慣を定着さ

せるとともに、規範意識を

高める。 

・部活動を活性化し、生徒の

自主性を育むとともに、教

育相談を充実させ、インク

ルーシブ教育の視点に立っ

た個に応じた支援を行う。 

・生徒のマナーやモラル向上の

ための日常的な指導を充実さ

せるとともに、警察等関係機

関と連携し、交通安全の強化

を図る。 

・生徒が部活動に興味を持ち、

進んで加入し、継続できるよ

うな指導を工夫する。 

３ 進路指導・支援 

・教科や総合的な探究の時間

の学びを通じて、自分なり

の職業観や勤労観を身につ

け、自らの夢や希望を見出

せるよう支援する。 

・多様な進路希望に応じたキ

ャリア教育を実践し、進路

実現を図る。 

・総合的な探究の時間におい

て、生徒が自ら課題を見出

し、それを主体的に解決する

ための取組を充実させる。 

・三者面談でＩＣＴを活用する

等、丁寧な指導を行うととも

に、高大連携やインターンシ

ップを充実する。 

４ 地域等との協働 

・外部資源を活用して地域と

共に歩む学校づくりを目指

し、地域との協働・連携を

一層強める。 

・総合的な探究の時間や部活

動、ボランティア活動を通

じて、地域と連携の充実を

図る。 

・学校運営協議会やＰＴＡ、同

窓会、相模原市等と連携し、

学校の取組を伝え、学校運営

への理解と協力を仰ぐ。 

・輝城祭や地域の小・中学校行

事との連携を通して、地域貢

献の充実を図り、生徒の活動

を地域に効果的に発信する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・学校環境の整備と防災・防

犯意識を高め、安全教育を

充実させる。 

・事故・不祥事防止の徹底を

図るとともに、教員のワー

クライフバランスを推進す

るために、働き方改革を推

進する。 

・消防や警察と連携し、より実

践的な避難訓練や、事故ゼロ

を目指した安全教育を行う。 

 

・事故防止会議の充実を図ると

ともに、日常の業務を点検

し、風通しのよい、働きやす

い環境づくりを行う。 

 


